
「ルーニースポーツ・フォーミュラ・リージョナル・スカラシップ」報告 

スーパーFJ からステップアップした小田優がレース 2 で 3 位入賞！ 

 

ルーニースポーツ(植田正幸代表 大阪市)は、優秀な若手ドライバー育成の機会としてフォーミュラ・リー

ジョナル・ジャパニーズ・チャンピオンシップ」(FRJ)に、スーパーFJ 出身の小田優を起用して今シーズンを 

戦うこととなった。 

開幕戦の舞台は、岡山国際サーキット。11 台のエントリ―を集めて５月 24 日（土）・25 日（日）

の二日間にわたり３レース制で行われた。 

 

 

【公式予選】  5 月 24 日（土） 雨/ウェット 

公式予選はあいにくの雨。前日の FRJ 専有走行では総

合 4 番手のタイムを記録して順調なすべり出しだったが、

雨での走行は初となり、未知数の領域。 

しかも出走直前にエンジンが始動せず、波乱の出だしとな

る。なんとかコースインしたものの、レース 1、３のグリッドを

決定する 1 回目の公式予選ではタイムアタックもままなら

ず、いずれも最後尾グリッドに甘んじることとなった。 

レース 2 のグリッドを決める 2 回目の公式予選では奮起

し、6 番グリッドを獲得した。 

 

【決勝レース 1】 5 月 24 日（土） 雨/ウェット 

降りしきる雨、悪コンディションの状況

下で、レース 1 はセーフティーカー先導

でスタート。 

しかし、いっこうに衰えない雨足のもと、

ところどころ水たまりができるほどの路面

状況は好転せず、4 周回完了後に残

念ながら赤旗提示をもって予選順位の

ままでレース１は終了した。 

小田は、悔しい 11 位で今季緒戦を

終えた。 

 

 



【決勝レース 2】 5 月 25 日（日） 曇り/ウェット 

路面はウェットのままだが乾きつつあり、全車がスリックタイヤでレース 2 に臨んだ。 

フォーメーションラップで 1 台がコースアウトを喫し、スタートディレイ。さらに追加のフォーメーションラップで

は、予選上位 2 台がグリッドを間違え、再びスタートディレイとなり、2 周減算の 16 周での戦いとなる。 

小田は好スタートをみせ、1 コーナーでの他車のスピンなどもあって、4 位に浮上。終盤の 15 周目に 1

分 27 秒 316 の自己ベストを記録、そのまま 4 位でチェッカーとなったが、レース終了後に他車のペナル

ティにより、2 戦目にして 3 位入賞を達成した。 

小田は「まだまだプッシュしきれていない」とレース 3 に向けて意気込みをみせた。 

 

 

 



【決勝レース 3】 5 月 25 日（日）曇り/ドライ 

最後尾からのスタートとなったレース 3。小田はスタートダッシュを決めてオープニンググラップを 8 位で終

え、さらに 1 コーナーで 7 位に浮上。先行する 2 台の 5 位争いに肉薄する。4 周目、5 周目と 1 台ず

つかわし、4 位を射程に入れるが約 11 秒の差。しかし 8 周目にコースアウト車両排除のためセーフティー

カーが入り、一気に差が縮まりチャンス到来。セーフティーカー解除後に前車を猛チャージし、2 コーナーで

4 位に浮上するが、続くアトウッドコーナーでイン巻き込みを喫し、惜しくも 10 位でレースを終えた。 

小田、そしてチームにとっては波乱含みの週末となったが、随所に速さの片鱗をみせた大会となった。

 

 

小田 優（おだ ゆう） 千葉県出身 20 歳 

№11  車名 Rn-sports F111/3 

 

2024  「スーパーFJ 日本一決定戦」(鈴鹿)2 位 

スーパーFJ もてぎ・菅生選手権シリーズチャンピオン 

       スーパーFJ 鈴鹿・岡山選手権シリーズ 2 位 

2023  「スーパーFJ 日本一決定戦」（もてぎ）優勝 

2022  全日本カート選手権 OK クラスチャンピオン 

  

 

レポートまとめ：ジャパンスカラシップシステム（JSS） 



 

 

 



 

 

 

 

 

 



 


